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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワークの表面に圧子を押し付けてくぼみを形成し、前記くぼみの寸法値を計測すること
によって、ワークの硬度を試験する硬さ試験機であって、
　使用者による操作入力を受け付ける入力手段と、
　前記入力手段を含む前記硬さ試験機の全体を制御する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、
　前記くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆する測定手順示唆部と、
　前記入力手段にて手順を進める旨の操作入力を受け付けたときに、使用者に対して次の
手順を示唆するように前記測定手順示唆部による示唆を切り替える示唆切替部とを備える
ことを特徴とする硬さ試験機。
【請求項２】
　請求項１に記載された硬さ試験機において、
　前記制御手段にて制御されることによって、所定の画像を表示する表示手段を備え、
　前記測定手順示唆部は、前記くぼみの寸法値を測定する際の手順ごとに画像にした複数
のアイコンを前記表示手段に表示させることによって、前記くぼみの寸法値を測定する際
の手順を使用者に対して示唆し、
　前記示唆切替部は、前記複数のアイコンのうち、次の手順を示すアイコンを目立たせる
ように切り替えるとともに、現在の手順を示すアイコンを目立たせないように切り替える
ことによって、使用者に対して次の手順を示唆するように前記測定手順示唆部による示唆
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を切り替えることを特徴とする硬さ試験機。
【請求項３】
　請求項２に記載された硬さ試験機において、
　前記示唆切替部は、ワークの表面に圧子を押し付けてくぼみを形成したときに、最初の
手順を示すアイコンを目立たせるように切り替えるとともに、その他の手順を示すアイコ
ンを目立たせないように切り替えることによって、前記測定手順示唆部による示唆を初期
化することを特徴とする硬さ試験機。
【請求項４】
　請求項２または請求項３に記載された硬さ試験機において、
　前記示唆切替部は、前記入力手段にて手順を戻す旨の操作入力を受け付けたときに、使
用者に対して前の手順を示唆するように前記測定手順示唆部による示唆を切り替えること
を特徴とする硬さ試験機。
【請求項５】
　請求項１から請求項４のいずれかに記載された硬さ試験機において、
　前記示唆切替部は、前記手順を進める旨の操作入力として、前記くぼみの寸法値の入力
を受け付けることを特徴とする硬さ試験機。
【請求項６】
　請求項５に記載された硬さ試験機において、
　前記示唆切替部は、前記入力手段にて手順を戻す旨の操作入力を受け付けたときに、現
在の手順に進めたときに入力された前記くぼみの寸法値を消去することを特徴とする硬さ
試験機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬さ試験機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ワークの表面に圧子を押し付けてくぼみを形成し、このくぼみの縁の長さ等の寸
法値を計測することによって、ビッカース硬度や、ブリネル硬度などのワークの硬度を試
験する硬さ試験機が知られている（特許文献１参照）。
　例えば、特許文献１に記載された硬さ試験機は、圧子をワークの表面に押し付けて四角
形状のくぼみを形成した後、このくぼみの頂点を使用者に指定させることによって、くぼ
みの縁の対角線の長さを測定し、この対角線の長さに基づいて、ワークのビッカース硬度
を算出している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－０５０３７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような硬さ試験機では、試験法によって圧子の形状や、くぼみの縁の指
定部位が異なっている。例えば、圧子の形状は、ビッカース硬度の試験では四角錐であり
、ブリネル硬度の試験では球である。また、例えば、くぼみの縁の指定部位は、ビッカー
ス硬度の試験では対角線の長さであり、破壊靭性の試験では亀裂の長さである。
　したがって、使用者は、硬さ試験機に対する豊富な知識を有していなければならず、例
えば、硬さ試験機の操作に不慣れな使用者は、くぼみの縁の指定部位を容易に判断するこ
とができないという問題がある。
【０００５】
　本発明の目的は、くぼみの縁の指定部位を容易に判断することができる硬さ試験機を提
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供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の硬さ試験機は、ワークの表面に圧子を押し付けてくぼみを形成し、くぼみの寸
法値を計測することによって、ワークの硬度を試験する硬さ試験機であって、使用者によ
る操作入力を受け付ける入力手段と、入力手段を含む硬さ試験機の全体を制御する制御手
段とを備え、制御手段は、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆する
測定手順示唆部と、入力手段にて手順を進める旨の操作入力を受け付けたときに、使用者
に対して次の手順を示唆するように測定手順示唆部による示唆を切り替える示唆切替部と
を備えることを特徴とする。
【０００７】
　このような構成によれば、硬さ試験機は、測定手順示唆部を備えているので、くぼみの
寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆することができる。そして、硬さ試験機
は、示唆切替部を備えているので、入力手段にて手順を進める旨の操作入力を受け付けた
ときに、使用者に対して次の手順を示唆するように測定手順示唆部による示唆を切り替え
ることができる。したがって、本発明によれば、使用者は、測定手順示唆部による示唆に
基づいて、くぼみの縁の指定部位を容易に判断することができる。
【０００８】
　本発明では、制御手段にて制御されることによって、所定の画像を表示する表示手段を
備え、測定手順示唆部は、くぼみの寸法値を測定する際の手順ごとに画像にした複数のア
イコンを表示手段に表示させることによって、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用
者に対して示唆し、示唆切替部は、複数のアイコンのうち、次の手順を示すアイコンを目
立たせるように切り替えるとともに、現在の手順を示すアイコンを目立たせないように切
り替えることによって、使用者に対して次の手順を示唆するように測定手順示唆部による
示唆を切り替えることが好ましい。
【０００９】
　このような構成によれば、測定手順示唆部は、くぼみの寸法値を測定する際の手順ごと
に画像にした複数のアイコンを表示手段に表示させることによって、くぼみの寸法値を測
定する際の手順を使用者に対して示唆するので、使用者は、これらのアイコンを参照する
ことによって、くぼみの縁の指定部位を直感的に判断することができる。したがって、本
発明によれば、使用者は、測定手順示唆部による示唆に基づいて、くぼみの縁の指定部位
を更に容易に判断することができる。
【００１０】
　また、本発明によれば、示唆切替部は、複数のアイコンのうち、次の手順を示すアイコ
ンを目立たせるように切り替えるとともに、現在の手順を示すアイコンを目立たせないよ
うに切り替えることによって、使用者に対して次の手順を示唆するように測定手順示唆部
による示唆を切り替えるので、使用者は、目立っているアイコンのみに着目すればよく、
測定手順示唆部による示唆に基づいて、くぼみの縁の指定部位を更に容易に判断すること
ができる。
【００１１】
　本発明では、示唆切替部は、ワークの表面に圧子を押し付けてくぼみを形成したときに
、最初の手順を示すアイコンを目立たせるように切り替えるとともに、その他の手順を示
すアイコンを目立たせないように切り替えることによって、測定手順示唆部による示唆を
初期化することが好ましい。
【００１２】
　このような構成によれば、示唆切替部は、ワークの表面に圧子を押し付けてくぼみを形
成したときに、測定手順示唆部による示唆を初期化するので、試験を開始するときに測定
手順示唆部による示唆を自動的に初期化することができる。したがって、本発明によれば
、硬さ試験機の利便性を向上させることができる。
【００１３】
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　本発明では、示唆切替部は、入力手段にて手順を戻す旨の操作入力を受け付けたときに
、使用者に対して前の手順を示唆するように測定手順示唆部による示唆を切り替えること
が好ましい。
【００１４】
　このような構成によれば、示唆切替部は、入力手段にて手順を戻す旨の操作入力を受け
付けたときに、使用者に対して前の手順を示唆するように測定手順示唆部による示唆を切
り替えるので、使用者は、入力手段を介して手順を進める旨の操作入力を誤って行った場
合であっても入力手段を介して手順を戻す旨の操作入力を行うだけで容易に元の状態に戻
すことができる。したがって、本発明によれば、硬さ試験機の利便性を向上させることが
できる。
【００１５】
　本発明では、示唆切替部は、手順を進める旨の操作入力として、くぼみの寸法値の入力
を受け付けることが好ましい。
【００１６】
　このような構成によれば、示唆切替部は、手順を進める旨の操作入力として、くぼみの
寸法値の入力を受け付けるので、使用者は、くぼみの寸法値を入力していくだけで測定手
順示唆部による示唆を次の手順に切り替えていくことができる。したがって、本発明によ
れば、硬さ試験機の利便性を向上させることができる。
【００１７】
　本発明では、示唆切替部は、入力手段にて手順を戻す旨の操作入力を受け付けたときに
、現在の手順に進めたときに入力されたくぼみの寸法値を消去することが好ましい。
【００１８】
　このような構成によれば、示唆切替部は、入力手段にて手順を戻す旨の操作入力を受け
付けたときに、現在の手順に進めたときに入力されたくぼみの寸法値を消去するので、使
用者は、入力手段を介して手順を戻す旨の操作入力を行うだけで現在の手順に進めたとき
に入力したくぼみの寸法値を消去することができる。したがって、本発明によれば、硬さ
試験機の利便性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る硬さ試験機の概略構成を示すブロック図
【図２】試験機本体の外観を正面から見た模式図
【図３】タッチパネルに表示された画像を示す模式図
【図４】硬さ試験機にて試験を行う場合のフローチャートを示す図
【図５】示唆切替部にて測定手順示唆部による示唆を切り替えている状態を示す図
【図６】本発明をビッカース硬度の試験に適用した例を示す図
【図７】本発明をヌープ硬度の試験に適用した例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の一実施形態に係る硬さ試験機１の概略構成を示すブロック図である。
　硬さ試験機１は、図１に示すように、試験機本体２と、使用者による操作入力を受け付
ける入力手段３と、入力手段３を含む硬さ試験機１の全体を制御する制御手段４と、制御
手段４にて制御されることによって、所定の画像を表示する表示手段５とを備えている。
本実施形態では、入力手段３および表示手段５は、タッチパネル６によって一体として構
成されている。
　なお、本実施形態では、入力手段３および表示手段５は、タッチパネル６によって一体
として構成されているが、別体として構成されていてもよい。例えば、キーボードやマウ
スなどを入力手段とし、液晶ディスプレイなどを表示手段としてもよい。
【００２１】
　図２は、試験機本体２の外観を正面から見た模式図である。
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　試験機本体２は、図２に示すように、ワークＷを載置する載置台２１と、載置台２１を
左右方向（Ｘ軸方向）および前後方向（Ｙ軸方向）に移動させるＸＹステージ２２と、載
置台２１を上下方向（Ｚ軸方向）に移動させるＺステージ２３と、ＸＹステージ２２およ
びＺステージ２３を昇降させる昇降機構２４と、載置台２１の上方に設けられるとともに
、ワークＷの硬さ試験を行うための硬さ試験部２５とを備えている。
【００２２】
　硬さ試験部２５は、その先端に圧子２６ａを有する圧子軸２６と、ワークＷを撮像する
対物レンズ２７と、圧子軸２６および対物レンズ２７を支持するとともに、自己の回転に
よって圧子軸２６および対物レンズ２７の位置を切り替えるターレット２８とを備えてい
る。
　なお、硬さ試験部２５は、圧子軸２６、対物レンズ２７、およびターレット２８の他、
光を照射してワークＷの表面を照明するための照明装置や、対物レンズ２７を介してワー
クＷの表面を撮像するためのＣＣＤ（Charge Coupled Device）カメラなどを備えている
（図示略）。
【００２３】
　制御手段４は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）や、メモリなどによって構成され
るとともに、所定のプログラムに従って情報処理を実行する。この制御手段４は、図１に
示すように、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆する測定手順示唆
部４１と、タッチパネル６にて手順を進める旨の操作入力を受け付けたときに、使用者に
対して次の手順を示唆するように測定手順示唆部４１による示唆を切り替える示唆切替部
４２とを備えている。
【００２４】
　図３は、タッチパネル６に表示される画面を示す模式図である。
　具体的には、測定手順示唆部４１は、図３に示すように、くぼみの寸法値を測定する際
の手順ごとに画像にした複数のアイコン６１Ａ～６１Ｅをタッチパネル６の略中央の領域
に表示させることによって、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆す
る。
　なお、本実施形態では、破壊靭性（Ｋｃ）の試験を行う場合を一例として説明する。図
３は、破壊靭性（Ｋｃ）の試験を行う場合にタッチパネル６に表示される画面を示してい
る。
【００２５】
　アイコン６１Ａは、ワークＷを示す画像６１Ａ１と、圧子２６ａを示す画像６１Ａ２と
によって構成されている。このアイコン６１Ａは、ワークＷの表面に圧子２６ａを押し付
けてくぼみを形成する手順を使用者に対して示唆している。
　アイコン６１Ｂは、くぼみ及び亀裂を示す画像６１Ｂ１と、くぼみの寸法値を計測する
部位を示す線状の画像６１Ｂ２とによって構成されている。このアイコン６１Ｂは、亀裂
を除いたくぼみの対角線の紙面横方向の長さを計測する手順を使用者に対して示唆してい
る。
　アイコン６１Ｃは、くぼみ及び亀裂を示す画像６１Ｃ１と、くぼみの寸法値を計測する
部位を示す線状の画像６１Ｃ２とによって構成されている。このアイコン６１Ｃは、亀裂
を除いたくぼみの対角線の紙面縦方向の長さを計測する手順を使用者に対して示唆してい
る。
【００２６】
　アイコン６１Ｄは、くぼみ及び亀裂を示す画像６１Ｄ１と、くぼみの寸法値を計測する
部位を示す線状の画像６１Ｄ２とによって構成されている。このアイコン６１Ｄは、亀裂
を含めたくぼみの対角線の紙面横方向の長さを計測する手順を使用者に対して示唆してい
る。
　アイコン６１Ｅは、くぼみ及び亀裂を示す画像６１Ｅ１と、くぼみの寸法値を計測する
部位を示す線状の画像６１Ｅ２とによって構成されている。このアイコン６１Ｅは、亀裂
を含めたくぼみの対角線の紙面縦方向の長さを計測する手順を使用者に対して示唆してい
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る。
【００２７】
　また、制御手段４は、アイコン６１Ａ～６１Ｅの右側の領域に取消ボタン６２を表示さ
せる。タッチパネル６は、手順を戻す旨の操作入力として取消ボタン６２の押下を受け付
ける。
　また、制御手段４は、取消ボタン６２の下側の領域に試験ボタン６３を表示させる。タ
ッチパネル６は、くぼみを形成する旨の操作入力として試験ボタン６３の押下を受け付け
る。
　さらに、制御手段４は、アイコン６１Ａ～６１Ｅの上側の領域に寸法値入力エリア６４
を表示させる。この寸法値入力エリア６４については後に説明する。
【００２８】
　図４は、硬さ試験機１にて試験を行う場合のフローチャートを示す図である。
　硬さ試験機１にて試験を行う場合には、制御手段４は、図４に示すように、ステップＳ
１～Ｓ６を定期的に実行する。
　ステップＳ１では、制御手段４は、試験ボタン６３が押下されたか否かを判定する。
　制御手段４は、ステップＳ１にて試験ボタン６３が押下されていないと判定した場合に
は、ステップＳ２の処理を実行することなく、ステップＳ３以降の処理を実行する。
　これに対して、制御手段４は、ステップＳ１にて試験ボタン６３が押下されたと判定し
た場合には、ステップＳ２において、くぼみ形成処理を実行する。
【００２９】
　ステップＳ２のくぼみ形成処理では、制御手段４は、昇降機構２４を駆動させてＸＹス
テージ２２およびＺステージ２３を上昇させることによって、ワークＷの表面に圧子２６
ａを押し付けてくぼみを形成する。なお、使用者は、試験ボタン６３を押下する前に、タ
ーレット２８を回転させることによって、ワークＷの上方に圧子軸２６を位置させるとと
もに、ＸＹステージ２２およびＺステージ２３を移動させることによって、載置台２１を
移動させて試験の準備をしておく。換言すれば、使用者は、載置台２１を移動させること
によって、ワークＷの所望の位置にくぼみを形成することができる。
【００３０】
　制御手段４は、ステップＳ２のくぼみ形成処理を実行した後、またはステップＳ１にて
試験ボタン６３が押下されていないと判定した場合には、ステップＳ３以降の処理を実行
する。
　ステップＳ３では、制御手段４は、タッチパネル６を介して寸法値が入力されたか否か
を判定する。
【００３１】
　なお、使用者は、対物レンズ２７およびＣＣＤカメラを介して撮像された画像に基づい
て、ワークＷに形成されたくぼみを観察して寸法値を計測した後、タッチパネル６を操作
することによって、前述した寸法値入力エリア６４に寸法値を入力することができる。寸
法値入力エリア６４に入力された寸法値は、制御手段４のメモリに記憶される。そして、
このメモリに記憶された寸法値を用いることによって、制御手段４は、ワークＷの硬度を
算出する。このように、硬さ試験機１は、ワークＷの表面に圧子２６ａを押し付けてくぼ
みを形成し、くぼみの寸法値を計測することによって、ワークＷの硬度を試験する。
【００３２】
　制御手段４は、ステップＳ３にてタッチパネル６を介して寸法値が入力されていないと
判定した場合には、ステップＳ４の処理を実行することなく、ステップＳ５以降の処理を
実行する。
　これに対して、制御手段４は、ステップＳ３にてタッチパネル６を介して寸法値が入力
されたと判定した場合には、ステップＳ４において、示唆切替処理を実行する。
【００３３】
　ステップＳ４の示唆切替処理では、示唆切替部４２は、複数のアイコン６１Ａ～６１Ｅ
のうち、次の手順を示すアイコンを目立たせるように切り替えるとともに、現在の手順を
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示すアイコンを目立たせないように切り替えることによって、使用者に対して次の手順を
示唆するように測定手順示唆部４１による示唆を切り替える。換言すれば、示唆切替部４
２は、タッチパネル６にてくぼみの寸法値の入力（手順を進める旨の操作入力）を受け付
けたときに、使用者に対して次の手順を示唆するように測定手順示唆部４１による示唆を
切り替える。
【００３４】
　図５は、示唆切替部４２にて測定手順示唆部４１による示唆を切り替えている状態を示
す図である。
　アイコン６１Ａ～６１Ｅは、硬さ試験機１を起動したときには、図５（Ａ）に示すよう
に、アイコン６１Ａ，６１Ｂを目立たせるようにするとともに、アイコン６１Ｃ～６１Ｅ
を目立たせないようにしている（初期状態）。
　示唆切替部４２は、この初期状態において、ステップＳ３にてタッチパネル６を介して
寸法値が入力されたと判定された場合には、図５（Ｂ）に示すように、アイコン６１Ｃを
目立たせるようにするとともに、アイコン６１Ａ，６１Ｂを目立たせないように切り替え
る。
【００３５】
　また、示唆切替部４２は、図５（Ｂ）の状態において、ステップＳ３にてタッチパネル
６を介して寸法値が入力されたと判定された場合には、図５（Ｃ）に示すように、アイコ
ン６１Ｄを目立たせるようにするとともに、アイコン６１Ｃを目立たせないように切り替
える。
　さらに、示唆切替部４２は、図５（Ｃ）の状態において、ステップＳ３にてタッチパネ
ル６を介して寸法値が入力されたと判定された場合には、図５（Ｄ）に示すように、アイ
コン６１Ｅを目立たせるようにするとともに、アイコン６１Ｄを目立たせないように切り
替える。
【００３６】
　制御手段４は、ステップＳ４の示唆切替処理を実行した後、またはステップＳ３にてタ
ッチパネル６を介して寸法値が入力されていないと判定した場合には、ステップＳ５以降
の処理を実行する。
　ステップＳ５では、制御手段４は、取消ボタン６２が押下されたか否かを判定する。
　制御手段４は、ステップＳ５にて取消ボタン６２が押下されていないと判定した場合に
は、ステップＳ６の処理を実行することなく、今回の処理を終了する。
　これに対して、制御手段４は、ステップＳ５にて取消ボタン６２が押下されたと判定し
た場合には、ステップＳ６において、取消処理を実行する。
【００３７】
　ステップＳ６の取消処理では、示唆切替部４２は、使用者に対して前の手順を示唆する
ように測定手順示唆部４１による示唆を切り替える。換言すれば、示唆切替部４２は、タ
ッチパネル６にて手順を戻す旨の操作入力を受け付けたときに、使用者に対して前の手順
を示唆するように測定手順示唆部４１による示唆を切り替える。
　具体的には、例えば、示唆切替部４２は、図５（Ｄ）の状態において、ステップＳ５に
て取消ボタン６２が押下されたと判定した場合には、図５（Ｃ）に示すように、アイコン
６１Ｄを目立たせるようにするとともに、アイコン６１Ｅを目立たせないように切り替え
る。
　なお、示唆切替部４２は、前述した初期状態において、ステップＳ５にて取消ボタン６
２が押下されたと判定した場合には、測定手順示唆部４１による示唆を切り替えることな
く維持する。
【００３８】
　また、ステップＳ６の取消処理では、示唆切替部４２は、現在の手順に進めたときに入
力されたくぼみの寸法値を消去する。換言すれば、示唆切替部４２は、タッチパネル６に
て手順を戻す旨の操作入力を受け付けたときに、現在の手順に進めたときに入力されたく
ぼみの寸法値をメモリから消去して「０」にする。
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【００３９】
　ここで、前述したステップＳ２のくぼみ形成処理では、示唆切替部４２は、現在のアイ
コン６１Ａ～６１Ｅの状態に関わらず、アイコン６１Ａ，６１Ｂを目立たせるようにする
とともに、アイコン６１Ｃ～６１Ｅを目立たせないように切り替える。換言すれば、示唆
切替部４２は、ワークＷの表面に圧子２６ａを押し付けてくぼみを形成したときに、最初
の手順を示すアイコン６１Ａ，６１Ｂを目立たせるように切り替えるとともに、その他の
手順を示すアイコン６１Ｃ～６１Ｅを目立たせないように切り替えることによって、測定
手順示唆部４１による示唆を初期化する。
【００４０】
　このような本実施形態によれば、以下の作用・効果を奏することができる。
（１）硬さ試験機１は、測定手順示唆部４１を備えているので、くぼみの寸法値を測定す
る際の手順を使用者に対して示唆することができる。そして、硬さ試験機１は、示唆切替
部４２を備えているので、タッチパネル６にて手順を進める旨の操作入力を受け付けたと
きに、使用者に対して次の手順を示唆するように測定手順示唆部４１による示唆を切り替
えることができる。したがって、本実施形態によれば、使用者は、測定手順示唆部４１に
よる示唆に基づいて、くぼみの縁の指定部位を容易に判断することができる。
【００４１】
（２）測定手順示唆部４１は、くぼみの寸法値を測定する際の手順ごとに画像にした複数
のアイコン６１Ａ～６１Ｅをタッチパネル６に表示させることによって、くぼみの寸法値
を測定する際の手順を使用者に対して示唆するので、使用者は、これらのアイコン６１Ａ
～６１Ｅを参照することによって、くぼみの縁の指定部位を直感的に判断することができ
る。したがって、本実施形態によれば、使用者は、測定手順示唆部４１による示唆に基づ
いて、くぼみの縁の指定部位を更に容易に判断することができる。
【００４２】
（３）示唆切替部４２は、ワークＷの表面に圧子２６ａを押し付けてくぼみを形成したと
きに、測定手順示唆部４１による示唆を初期化するので、試験を開始するときに測定手順
示唆部４１による示唆を自動的に初期化することができる。したがって、本実施形態によ
れば、硬さ試験機１の利便性を向上させることができる。
（４）示唆切替部４２は、タッチパネル６にて手順を戻す旨の操作入力を受け付けたとき
に、使用者に対して前の手順を示唆するように測定手順示唆部４１による示唆を切り替え
るので、使用者は、タッチパネル６を介して手順を進める旨の操作入力を誤って行った場
合であってもタッチパネル６を介して手順を戻す旨の操作入力を行うだけで容易に元の状
態に戻すことができる。したがって、本実施形態によれば、硬さ試験機１の利便性を向上
させることができる。
【００４３】
（５）示唆切替部４２は、手順を進める旨の操作入力として、くぼみの寸法値の入力を受
け付けるので、使用者は、くぼみの寸法値を入力していくだけで測定手順示唆部４１によ
る示唆を次の手順に切り替えていくことができる。したがって、本実施形態によれば、硬
さ試験機１の利便性を向上させることができる。
（６）示唆切替部４２は、タッチパネル６にて手順を戻す旨の操作入力を受け付けたとき
に、現在の手順に進めたときに入力されたくぼみの寸法値を消去するので、使用者は、タ
ッチパネル６を介して手順を戻す旨の操作入力を行うだけで現在の手順に進めたときに入
力したくぼみの寸法値を消去することができる。したがって、本実施形態によれば、硬さ
試験機１の利便性を向上させることができる。
【００４４】
　なお、本発明は、前記実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　例えば、前記実施形態では、測定手順示唆部４１は、くぼみの寸法値を測定する際の手
順ごとに画像にした複数のアイコン６１Ａ～６１Ｅをタッチパネル６に表示させることに
よって、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆していたが、例えば、
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音声などを用いることによって、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示
唆してもよい。要するに、測定手順示唆部は、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用
者に対して示唆することができればよい。
【００４５】
　また、前記実施形態では、示唆切替部４２は、ワークＷの表面に圧子２６ａを押し付け
てくぼみを形成したときに、測定手順示唆部４１による示唆を初期化していたが、初期化
しなくてもよい。また、例えば、制御手段４は、タッチパネル６に初期化を実行するため
のボタンなどを新たに表示し、このボタンを使用者が押下したときに、測定手順示唆部４
１による示唆を初期化するようにしてもよい。
【００４６】
　また、前記実施形態では、示唆切替部４２は、タッチパネル６にて手順を戻す旨の操作
入力を受け付けたときに、使用者に対して前の手順を示唆するように測定手順示唆部４１
による示唆を切り替えるとともに、現在の手順に進めたときに入力されたくぼみの寸法値
を消去していたが、この機能を有していなくてもよい。
　また、前記実施形態では、示唆切替部４２は、手順を進める旨の操作入力として、くぼ
みの寸法値の入力を受け付けていたが、例えば、ボタンの押下などの他の操作入力を進め
る旨の操作入力として受け付けてもよい。
【００４７】
　また、前記実施形態では、破壊靭性（Ｋｃ）の試験を行う場合を一例として説明したが
、本発明は、ビッカース硬度（ＨＶ）の試験や、ヌープ硬度（ＨＫ）の試験などの他の試
験法にも適用できる。
【００４８】
　図６は、本発明をビッカース硬度の試験に適用した例を示す図である。
　例えば、ビッカース硬度（ＨＶ）の試験に本発明を適用した場合には、測定手順示唆部
４１は、図６に示すように、くぼみの寸法値を測定する際の手順ごとに画像にした複数の
アイコン６１Ａ，６５Ｂ，６５Ｃをタッチパネル６Ａの略中央の領域に表示させることに
よって、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆する。
【００４９】
　アイコン６１Ａは、ワークＷを示す画像６１Ａ１と、圧子２６ａを示す画像６１Ａ２と
によって構成されている。このアイコン６１Ａは、ワークＷの表面に圧子２６ａを押し付
けてくぼみを形成する手順を使用者に対して示唆している。
　アイコン６５Ｂは、くぼみを示す画像６５Ｂ１と、くぼみの寸法値を計測する部位を示
す線状の画像６５Ｂ２とによって構成されている。このアイコン６５Ｂは、くぼみの対角
線の紙面横方向の長さを計測する手順を使用者に対して示唆している。
　アイコン６５Ｃは、くぼみを示す画像６５Ｃ１と、くぼみの寸法値を計測する部位を示
す線状の画像６５Ｃ２とによって構成されている。このアイコン６５Ｃは、くぼみの対角
線の紙面縦方向の長さを計測する手順を使用者に対して示唆している。
【００５０】
　図７は、本発明をヌープ硬度の試験に適用した例を示す図である。
　また、例えば、ヌープ硬度（ＨＫ）の試験に本発明を適用した場合には、測定手順示唆
部４１は、図７に示すように、くぼみの寸法値を測定する際の手順ごとに画像にした複数
のアイコン６１Ａ，６６Ｂをタッチパネル６Ｂの略中央の領域に表示させることによって
、くぼみの寸法値を測定する際の手順を使用者に対して示唆する。
【００５１】
　アイコン６１Ａは、ワークＷを示す画像６１Ａ１と、圧子２６ａを示す画像６１Ａ２と
によって構成されている。このアイコン６１Ａは、ワークＷの表面に圧子２６ａを押し付
けてくぼみを形成する手順を使用者に対して示唆している。
　アイコン６６Ｂは、くぼみを示す画像６６Ｂ１と、くぼみの寸法値を計測する部位を示
す線状の画像６６Ｂ２とによって構成されている。このアイコン６６Ｂは、くぼみの対角
線の紙面横方向の長さを計測する手順を使用者に対して示唆している。
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【産業上の利用可能性】
【００５２】
　以上のように、本発明は、硬さ試験機に好適に利用できる。
【符号の説明】
【００５３】
　１　　　　　　　硬さ試験機
　２　　　　　　　試験機本体
　３　　　　　　　入力手段
　４　　　　　　　制御手段
　５　　　　　　　表示手段
　２５　　　　　　硬さ試験部
　２６　　　　　　圧子軸
　２６ａ　　　　　圧子
　４１　　　　　　測定手順示唆部
　４２　　　　　　示唆切替部
　６１Ａ～６１Ｅ　アイコン
　６２　　　　　　取消ボタン
　６３　　　　　　試験ボタン
　６４　　　　　　寸法値入力エリア
　Ｗ　　　　　　　ワーク

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】



(12) JP 6277075 B2 2018.2.7

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０１３－７７２１９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２７６０２２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－１９５２１６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０１Ｎ　　　３／００　－　３／６２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

